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            第1日  6月10日（土）  1号館2階 大会議室 

 

          □ 開会の挨拶（午前 9:00） 

                第49 回学術大会実行委員長  廣 澤  隆 之 

                               印度学宗教学会会長      後 藤  敏 文 

□ 研究発表（9:10 ～ 12:40） 1号館2階 大会議室 

1.  映像表現における宗教的シンボルとテクノロジー  ウォルター・ワイマン（東北大） 

―フリッツ・ラングの『メトロポリス』の事例― 

2.  若松寺における「ムカサリ絵馬」奉納の変遷  小 田 島  建己 （東北大） 

3.  パーリ律Nissaggiya 29条について ―カッティカ月満月の 藤 本  有 美 （東北大）    
夜の荒野での衣の保管方法― 

4. 「ローマ進軍」前後のイタリア宗教史学 ―ペッタッツォー 江 川  純 一 （東京大） 

ニの開講講演をめぐって― 

––休憩–– 

5.  近代医学と信仰治療のはざまで―ある事例にみる治療選択― 佐  々 木  清 志 （東北大） 

6.  『維摩経』と『智光明荘厳経』 米 沢  嘉 康 （大正大） 

7.  維摩経梵本と諸訳の比較 長 嶋  潤 道 （大正大） 

8.  南と北の小人伝承 山 田  仁 史 （東北大） 

9.  社会学年報学派の宗教学思想・序説 山 﨑  亮       （島根大） 

10. ルードルフ・オットーの神秘主義論再考 澤 井  義 次       （天理大） 

□ 理事会 （12:45 ～ 13:10）  1号館3階 会議室1 

□ 評議員会（13:10 ～ 13:35）    1号館3階 会議室2 

 
         
                     □ シンポジウム 「語りと聖典」  (13:45～  17:15)     1 号館2 階 大会議室 
 

コーディネーター            大正大学教授     廣 澤  隆 之  

パネラー 

 仏教聖典のゆくえ                            東京大学教授     下 田  正 弘  

 東南アジアにおけるキリスト教の口頭表現と祈り        東北大学助教授   木 村  敏 明 

 そもそも宗教の真理は言語化できるのか？ 

 ―ウィトゲンシュタインとナーガールジュナの思索を手がかりにして―  大正大学教授     星 川  啓 慈 

        

   □ 総   会（17:25 ～ 18:00）    2号館8階 

  □ 懇 親 会（18:15 ～）         2号館8階 

 

 

 



第2日  6月11日（日）  1号館2階 大会議室 

□ 研究発表（9:00 ～ 12:30） 

1.  Ｗ．ジェイムズの「宗教的経験」概念とその視座 澤 井  真   （東北大） 

2.  占い，ジンクスの社会的性格 ―大学生へのアンケート 遠 藤 高 志 （東北大） 

調査から―  

3.  Kūrmacakra について  井 田  克 征 （日本学術振興会） 
4.  軍用動物の慰霊をめぐって ―支那事変を中心に― 佐 藤  千 尋  （東北大） 

5.  Felix Adler における「宗教」と「倫理」 庄 司  一 平 （東北大） 
––休憩–– 

6.  バドラパーダの秘密集会マンダラ儀軌『四百五十頌』に 菊 谷  竜 太 （東北大） 

ついて  

7.  善宝寺の年行事における信者の位置 阿 部  友 紀 （東北大） 

8.  沖縄の戦後復興とキリスト教福祉事業 岡 光  信 子        （仙台大） 

9.  前世で人を殺した釈尊の物語 岡 野  潔 （九州大） 

10. カイロ・ゲニザ起源のシリア語典礼テクスト断片 新 免  貢    （宮城学院女子大） 

□ 研究発表（13:20 ～ 17:30） 

1.  マリノフスキーの個人的儀礼論 ―その人間理解と感情 八 重 樫  隆 （東北大） 

的側面― 
2.  ワッハにおける宗教理解の枠組み 澤 井  一 郎 （東北大）  

3. インド文学としての俳句 ―サンスクリット文学理論で 足 澤  一 成     （国際交流基金） 

俳句評論は可能か？―    

4.  人類学者と植民地行政官―「アニミスト」としてのマレー 相 澤  理 沙 （東北大） 

人像の確立―    

5.  M. エリアーデと堀一郎 佐 藤  慎 太 郎 （東北大） 
6.  仏典の弁証法における帰謬法 木 村  俊 彦 （四天王寺国際仏教大） 

––休憩–– 

7.  近世仏教堕落論の系譜をたどる ―村上専精とその周辺を オリオン・クラウタウ（東北大） 

中心に― 

8.  阿波研造と大射道教 諸 岡  了 介 （東北大） 

9.  文明化の使命とキリスト教宣教 ―天津教案をめぐる英字 中 村  博 武      （プール学院大） 

新聞のディスクール    

10. カントの迷信批判について 村 野  宣 男     （文教女子短大） 

11．Mahābhijñāparikarma について ―『三昧王経』第32章 蜜 波 羅  鳳 洲 （高野山大名誉教授） 

を中心として―   
12. 動の宗教と静の宗教 村 上  真 完       （東北大名誉教授） 

 

□ 閉会の挨拶 

第49 回学術大会実行委員長    廣澤 隆之 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印度学宗教学会 第49 回学術大会事務局  

 学会事務局 

大正大学 綜合佛教研究所 東北大学大学院文学研究科 

〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨 3-20-1 大正大学内 宗教学研究室：022-795-6022 

電話／Fax 03-5394-3036  デール・アンドリューズ  

E-mail soubutsu@mail.tais.ac.jp    andrews@sal.tohoku.ac.jp   
    インド学仏教史研究室：022-795-6025 

     西 村  直 子 

         gharma@sal.tohoku.ac.jp 


